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REVIEW  レビュー

華
の
お
も
て
な
し

4
月
5
日
〜
11
日 

日
本
橋
髙
島
屋
S.
C. 

春
の
香
り

　

日
本
橋
髙
島
屋
１
階
正
面
ス
テ
ー
ジ

に
て
、各
流
派
に
よ
る
春
の
い
け
ば
な

が
展
示
さ
れ
た
。茜
家
元
は
、し
な
や
か

な
竹
の
線
に
花
木
が
包
ま
れ
た
軽
や
か

な
作
品
を
披
露
。会
期
を
通
じ
て
表
情

豊
か
に
変
化
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
春
の

香
り
を
運
ん
だ
。

い
け
ば
な
で
癒
や
し
を

　

複
数
の
慈
善
団
体
が
協
力
し
て
開
催

し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
へ
の
支

援
と
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、本
部
講
師
の

大
泉
麗
仁
さ
ん
が
い
け
ば
な
デ
モ
を
披

露
し
た
。
最
後
は
参
加
者
全
員
が
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
を
１
本
ず
つ
い
け
、講
師

の
作
品
と
合
わ
せ
て
合
作
に
。草
月
の

自
由
な
い
け
ば
な
を
参
加
者
は
大
い
に

楽
し
み
、癒
や
し
の
時
間
と
な
っ
た
。

対
面
で
の
開
催

　

全
国
49
支
部
の
支
部
長
・
副
支
部
長

に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。数
支
部

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
な
っ
た

が
、対
面
で
開
催
さ
れ
る
の
は
4
年
ぶ

り
と
な
る
。グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
各
支
部
の
活
動
の
成
功
例
を
挙

げ
て
も
ら
い
、S
N
S
の
活
用
法
、一
時

退
い
た
人
た
ち
に
も
う
一
度
草
月
を
楽

し
ん
で
も
ら
う「
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
、支
部
の
活
性
化
に
役
立
つ
具
体

的
な
方
法
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、有
意

義
な
時
間
と
な
っ
た
。

家元作品。竹、はなみずき、つつじ、いたやかえで、あせびを使用している。

スイートピーをいける参加者の皆さん。 Photo：OLGA SOTNYK

INFORMATION  お知らせ

日
本
橋
髙
島
屋
に
て
、

第
1
0
4
回
草
月
い
け
ば
な
展
が
開
催
決
定
！

昨年につづき、本年も日本橋髙島屋でのいけばな展を開催いたします。
初代蒼風の時代より続く伝統ある草月いけばな展。皆さまのご出品を心よりお待ちしております。
詳細は、応募要項および草月流ホームページにて発表いたします。ぜひお楽しみに！

第104 回草月いけばな展 
2023 年10 月25 日（水）～ 10 月30 日（月）
会場：日本橋髙島屋 S.C.　本館８階　催会場
監修： 勅使河原茜（草月流家元）　主催：一般財団法人草月会

●出品説明会
開催いたしません。
ご希望の方に「応募要項」をお送りするほか、ホームページでも詳細をご確認いただけます。

●応募要項の入手方法
ご希望の方に、郵送・FAX・メール、いずれかの方法にてお送りします。

［会員番号・お名前・ご希望の送付方法］を事業課までお知らせください。
※送付予定日以降は、事業課でも配布しております。メンバーズサイトにも掲載いたします。

●応募方法
応募要項をご請求の上、要項に沿ってお申込みください（6 月 21 日以降順次郵送・送信予定）
花席をはじめとした詳細は、応募要項及びホームページ（メンバーズサイト）でご案内いたします。
ご興味のある方は、ぜひ資料をご請求ください。

●お申込受付開始：6 月28 日（水）10：00 ～  一斉募集開始　  締切：7 月 12 日（水）

※上記日時前にお申込みいただきましても受け付けいたしかねます。※お申込みは先着順にて受け付けま
す。なお、お申込み同着多数の場合は、抽選とさせていただきます。※郵送の場合は、到着日を同着扱
いとし、FAX やメールでのお申込みは到着した順とさせていただきます。※ご希望の会期・花席が満席
の場合、他会期・他花席でのご出品をご案内、またはお断りすることもございますので、予めご了承くだ
さい。※会期や内容は変わることがあります。また、天災及びその他不可抗力による事由により、草月い
けばな展の開催を延期・中止する場合がございますので、予めご了承ください。

［ お問合わせ ］  草月会事業部事業課 
TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail： kikaku@sogetsu.or.jp

動
画
で
見
る

勅
使
河
原
霞

草月の歴史を振り返る映像 1 本を、動画配信サイトにて配信中です。

【配信動画】「迎賓館にいける」（ 9 分／1978 年）　
迎賓館に招かれ、第二代家元・勅使河原霞が副会長の時にデモンストレーショ
ンを行った映像です。御所車にいけた大作から小品まで、華麗ないけばな作品で
海外からのお客さまをお迎えしました。貴重な映像をぜひこの機会にご覧ください。

【料金】1,100 円（税込）
詳細は草月流ホームページ、メンバーズサイトをご覧ください。

［ お問合わせ ］  事業課 　TEL：03-3408-1156 ／ E-mail： kikaku@sogetsu.or.jp

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流

い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

4
月
1
日

六
本
木
ヒ
ル
ズ
内 ASIJ Early Leaning Center

全
国
支
部
長
会
議

4
月
21
日
・ 

22
日

草
月
会
館 

全国から集まった支部長・副支部長の皆さん。

第二代家元・霞

第103回草月いけばな展の会場風景。　Photo：Yoshiki Nakano
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INFORMATION  お知らせ

花をいける喜びは世界共通。語学スキルをいかして、本部
での教室やイベントをサポートしませんか？

［ お問合わせ ］海外課
TEL：03-3408-1151
E-mail：overseas@sogetsu.or.jp

長いパンデミックを経て、海外会員の皆さまと草月
会館で再びお会いできる機会が増えております。今
後、その機会はコロナ禍前以上に増加していくこと
が予想されます。
草月会本部、草月WESTでは、海外会員が日本
会員とともに草月会館で花をいける喜びを共有でき
るよう、より一層のサポート体制を整える予定です。
英語、中国語などの言語スキルをいかし、本部の
教室やイベントでボランティアの言語補助として海
外会員のサポートにご協力いただける方を募集い
たします。「いけばな」という共通言語のもと、各
国から集ういけばな人との新たな出会いを楽しみま
せんか。
皆さまのご応募をお待ちしております。詳細は、海
外課までお問合わせください。
【対象】家元研究科、公開講座、セミナーなど

語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

草
月
文
化
活
動
支
援
基
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
0
2
3
年
3
月
〜
4
月
に
当
基
金
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
左
記
の
通
り

で
す
。（
掲
載
は
一
万
円
以
上
、敬
称
略
）

小
林
春
峯
、
野
村
浩
秋
、
酒
井
洸
恵
、

足
立
虹
秀
、
小
沢
清
香
、
佐
藤
新
泉
、

村
上
雅
祥
、北
村
青
葭
グルー
プ「
ふ
あ
り
」、

林
珀
凜
、
斉
藤
比
彗
、
新
田
陛
嘉
、
伊

東
安
子
、
集
峯
会
・
小
林
春
峯
、
埼
玉

県
支
部
、
岡
山
県
支
部
、
吉
村
由
加
、

相
澤
喜
雲
、
荒
木
香
優
、
松
山
萩
喜
、

古
川
丹
萠
、
四
季
の
会
、
山
本
永
華
、
平

野
瑞
晶
、
大
須
洵
節
、
濱
田
成
光
、
久

保
田
芳
生
、
大
橋
睦
鳳
、
佐
々
木
青
舟
、

鈴
木
俤
軒
、「A

R
IT

A

×SO
G

E
T

SU
 

や
き
も
の
と
い
け
ば
な
に
よ
る
新
し
い
芸
術

表
現
の
創
造 

内
藤
華
了
・
後
藤
麗
美
・

平
井
夏
光
・
齋
藤
庭
黎
」、
平
井
夏
光
、

高
木
水
染
、
藤
本
遙
染
、
酒
寄
蘭
染
、

阿
部
光
泉
、山
梨
県
支
部
、茨
城
県
支
部
、

奈
良
県
支
部
、K

-

ス
タ
ジ
オ 

金
井
恵
秋
、

増
本
市
子
、Form

s of w
aves

嬉
し
い
受
賞

山
形
県
支
部
山
形
地
区
は
、「
草
月
会

山
形
県
支
部
山
形
地
区
い
け
ば
な
展
『
ク

リ
スマス・
正
月
の
花
』」で
、山
形
市
芸
術

文
化
協
会 

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

村
山
市
華
道
連
盟
（
会
長

・大
場
仙
華
、

山
形
県
村
山
市
、師
範
会
理
事
）は
、令

和
4
年
度 

第
60
回
県
民
芸
術
祭
に
て

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

斎
藤
柳
星
さ
ん（
山
形
県
山
形
市
、師
範

会
顧
問
）は
、令
和
4
年
度 

第
43
回
山

形
市
民
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

長
谷
部
千
仁
さ
ん（
山
形
県
米
沢
市
、師

範
会
理
事
）は
、米
沢
市
芸
術
文
化
協

会 

文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

訃
報

城
尾
芳
子（
珀
芳
）富
山
県
／
理
事	

小
室
こ
よ
子（
香
秀
）	東
京
都
／
理
事

中
川
あ
い
子（
愛
宏
）東
京
都
／
理
事	

享
年
九
十
二
歳

二
〇
〇
九
年
二
月
七
日　

享
年
八
十
歳	

佐
藤
蓉（
青
蓉
）東
京
都
／
理
事	

二
〇
一
七
年
十
一
月　

享
年
八
十
七
歳	

佐
藤
静
江（
峰
苑
）東
京
都
／
理
事	

二
〇
二
二
年
一
月　

享
年
八
十
六
歳

保
山
和
子	（
秋
玲
）神
奈
川
県
／
顧
問	

二
○
二
二
年
六
月	

享
年
八
十
九
歳	

内
田
君
子（
翠
玲
）東
京
都
／
理
事	

二
〇
二
三
年
二
月
二
十
三
日　

享
年
九
十
四
歳	

小
田
島
朝
子（
朝
永
）岩
手
県
／
理
事	

二
〇
二
三
年
三
月　

享
年
八
十
九
歳	

松
井
明
美	（
明
泉
）東
京
都
／
顧
問	

二
〇
二
三
年
三
月	

享
年
八
十
八
歳	

斎
藤
外
志
子（
梨
章
）	山
口
県
／
理
事	

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
四
日　

享
年
七
十
四
歳	

猪
狩
智
子（
華
泉
）岩
手
県
／
理
事	

二
〇
二
三
年
四
月
九
日　

享
年
九
十
四
歳	

松
田
靜
子（
芳
嶺
）長
野
県
／
理
事	

二
〇
二
三
年
四
月
十
七
日　

享
年
九
十
四
歳

米
澤
好
恵	（
悠
星
）長
野
県
／
顧
問

二
○
二
三
年
四
月	

享
年
六
十
歳

星
野
清
子（
青
菘
）福
島
県
／
顧
問

二
○
二
三
年
五
月
十
二
日　

享
年
七
十
七
歳	
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金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10 時 30 分 /14 時 10 時 30 分 /14 時
7 月 21 日 22 日 24 日 線と塊 家　元
9 月   29 日 30 日 25 日 マッス 川名哲紀

●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の上、
ご来館ください。 ●受講料：12,200 円（花材費込み）　※ 8 月は休講となります。

INFORMATION  教室情報

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
予めご了承ください。変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課または草月WESTまでお問合わせください。

今なら、入会金・再入会金が不要の講座も。この機会に、ぜひご受講ください !

サブテーマ「線色塊」

　創流 100 周年に向けたテーマとして「草月ってなんだろう? 
―What’s SOGETSU?―」を発表しました。（略）今年度は
このテーマをさらに深く掘り下げるため、「線色塊」というサ
ブテーマを設けました。
　「線」「色」「塊」は、いけばなを構成する三大要素です。『草
月カリキュラム 3』のテーマにもなっていますので、草月を習っ
ている方であれば、きっと幾度となく耳にしていることでしょ
う。枝の伸びやかな線を強調したり、花の色をきわ立たせる

ために配色を工夫したり、花を密集させてボリューム感をも
たせたりと、「線」「色」「塊」の三つの要素を意識しながら
構成することで、作品はでき上がります。（略）「線色塊」を
意識し、植物とじっくり対話してみてください。その結果、い
つもとはまるで違う作品になることもあるでしょう。それこそが
いけばなの醍醐味ですし、自分の表現の幅を広げるきっかけ
にもなるはずです。
　　『草』279 号 P.2 〜3「だから、おしゃべりはやめられない」より

昨年の家元研究科では「歴代家元花器にいける」と題したデモが行われました。中央の写真は霞、右は宏の花器を使用した作品。

2023年度は「草月ってなんだろう？」を深掘りするために
サブテーマ「線色塊」を設け、複数の授業で取り上げます。
創流 100周年に向けて、草月いけばなの原点でもある「線色塊」と改めて向き合ってみましょう。

7 月 
火曜 	 4 日	 片山　健 	 11 日	 篠崎洵雅 	 18 日	 加藤久美子
木曜 	 6 日	 五十野雅峰 	 13 日	 中村草山 	 20 日	 坂口水恵

8 月 
火曜 	 1 日	 中村草山 	 8 日	 五十野雅峰
木曜 	 3 日	 岡崎　忍

●原則として 6 日間、第 1・2・3 火曜と木曜　●10 時 30 分 /14 時 /18 時（各日 3 回開講）　●入会金：11,000円　
●月謝：12,040 円（月 3 回分・花材費別） ※証書申請可能。　※再入会をご希望の方は事前にご連絡ください。
※月 3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,500円・花材費込み／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

再入会金が不要

家元研究科 毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目標とします。
感性と技術を磨く最高の勉強の場です。AT賞選考対象クラス。

入会金・
再入会金が不要
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 「今だから、造
い け ば な

形花」

●授業時間：11 時～ 16 時 30 分　●受講料：85,800 円（前期 42,900 円 / 後期 42,900 円。半期分納可。
花材費・昼食代込み )　●申込資格：草指連会員　●定員：40 名（ただし定員になり次第締め切ります） 
●申込方法：はがき・FAX・E-mail に、①名前②草指連会員番号③住所④電話番号⑤（お持ちの方は）メー
ルアドレスをご記入の上、「今だから、造形花」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。または右
の QR からお申込みいただけます　●申込締切：8 月 23 日（水）

受講日 講師 内容

9月から全6回
原則として水曜日
9/6、10/11、12/6
2024年1/24、
2/21、3/27

「今だから、造形花」は、伝統や常識にとらわれず植物という天与の素材を、それぞ
れの創造力で生き生きと変化させ、さまざまな「場」に「造形花」を展開しながら、自
らを表現できるクリエーターを育成する講座です。

「場」に応じた実践的な制作、造形力を高めるための考え方などを学びながら、貴
方の積極的な活動の幅を広げるために楽しく有意義に刺激し合いながら学んでい
きましょう。
基礎科6回/1年を受講された方は、展覧会を目指しながら、自らを発表する「場」を
探す、プレゼンテーションなどより実践的な研究科6回/1年を受講することが出来
ます。

［内容］
「根源の力」、「命ある線」、「空間に際立たせる『形』の演出」、「自然との対応」など

川名哲紀
　

「今だから、造
い け ば な

形花」第7期卒業展
"RE-BORN-造形花の可能性-" の記録動画が公開されました

「今だから、造形花」2年間の総仕上げとして、
今年2月に開催された第7期卒業展の記録動
画が公開されました。もとは学校であった空
間が造形花によって、そこでしか成立しない空
間に変化しています。ぜひご覧ください。

【公開情報】
https://www.sogetsu.or. jp/columns/
imaike_7_exhibit/
または右のQRより、どなたでも無料でご覧い
ただけます。

  陶芸コース随時募集中 自作花器を作りたい方、ものづくりが大好きな方大歓迎！　
初心者、入門の方もお待ちしております。

受講日

（原則月2回 火曜日、水曜日） 5月30日、31日、6月27日、28日、7月25日、26日、9月26日、27日、11月7日、8日、
　　　　　　　　　　　   12月19日、20日、2024年1月23日、24日、2月20日、21日

●講師：飛松弘隆 ●授業時間：11 時～ 16 時　●受講料：年間 8 回コース 101,620 円、年間 5 回コース 71,240 円（※焼成費、
送料別途）、体験レッスン 15,000 円（未経験者対象、1 回のみ、焼成費と送料込み）　●申込資格：草月流学習者（入門の
方からご受講いただけます）  ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などに、①名前②草指連会員番号③住所④電話番号⑤（お
持ちの方は）メールアドレスをご記入の上、「造形科陶芸コース」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。●申込
締切：随時お申込みいただけます。

植物が持っている美しさだけに頼らない造形力を身に付けるため宏前家元が開講した「造形科教室」。幅広い角度から「創造
する精神」を学ぶ本講座は、草月の大きな特色となっています。草月流を学んでいる方ならどなたでもご受講いただけます。

「時代と共に……」
これが草月の根本です。

授業風景

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

7 月

	 3 日	 高 木 水 染

9 月

	 4 日	 福 島 光 加 　　
	 10 日	 高 木 水 染 	 11 日	 石 川 己 青
	 24 日	 石 川 己 青 	 25 日	 高 木 水 染
	 31 日	 坂 口 水 恵 	

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：5,660円／１回（花材費込み。月 4 回目以降は 5,300 円）　
※証書申請可能。※ 8 月・祝日は休講となります。

●開催日は水曜 1 回、金曜 2 回　●18 時（受付：17 時 30 分〜19 時 30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,040円（月3
回分・花材費別）※家元教室・家元研究科への振替ができます。　※証書申請可能。　※再入会をご希望の方は事前にご連絡くだ
さい。 ※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,500円・花材費込み／都度払い）。
※ 8 月は休講となります。

7 月
	 7 日（金）	 澤 田 晃 映

9 月
	 6 日（水）	 西 山 光 沙

	 14 日（金）	 岩 渕 幸 霞 	 15 日（金）	 岩 渕 幸 霞
	 19 日（水）	 西 山 光 沙 	 22 日（金）	 澤 田 晃 映

再入会金が不要男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。いけばな作家や男性
指導者の育成をめざすクラス。随時受付。

●授業時間：10 時 30 分 〜 16 時　●受講料：12,970 円（材料費・昼食代込み）／入会金なし
●申込資格：草指連会員　●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。

［郵便振替口座］口座番号：00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に①受講
希望日②草指連会員番号③名前④（お持ちの方は）メールアドレスをご記入ください。●申込締切：開催日の１週間前（た
だし定員になり次第締め切ります）　※お申込み後のキャンセル・ご返金はいたしかねます。※お申込み後でも、翌月以降（年
度内）に振替受講が可能です。ご希望の方は、受講日の 10 日前までにご連絡ください。それ以降のご連絡の場合、実費（材
料費および昼食代）をいただきます。皆さまのご参加をお待ちしております。

受講日 テーマ 講師 内容

7 月 22 日
（土）

【特殊花材】
すいれん、こうほねを
美しくいけるために
必要な事

すいれん、こうほねを美しくいけるためには、いける前の準備
が大切です。
ポンプを使って水揚げをする事はもちろんですが、すいれんの
葉をぴたっと水面に浮かべたり、蕾を開くにはちょっとした工
夫が大切です。
正しい花材の扱い方を学び、夏の特殊花材を楽しくいけましょう。

8 月 9 日
（水）

【線・色】
「線」から「面」へ。
―葉ものにプラスして―

まずは麻紐を使って面を作成します。 
しかし麻紐は柔らかく、そのままでは面になりません。
そこで、角材に麻紐を張ることで自分だけの「面」をつくりだ
します。
それを着色すれば面の完成。 工夫すれば立体にもできます。 
最後は、季節ならではの葉ものの緑に「花器の色」「自作の
面の色」を合わせ、色を意識して作品を仕上げます。

森 彩琳

五十野雅峰

公開講座 普段のお稽古ではなかなかチャレンジできない内容で創造性を大きく伸ばすチャンス！
経験豊富な講師の講義で、知識と技の引き出しがさらに広がります。

本部教室　花材費料金改定のお知らせ
いつも本部教室をご受講いただきありがとうございます。近年の原材料費や運賃の上昇によるコストの高騰のため、2023 年４
月より花材費を1 把 970 円から1,000 円に値上げさせていただきました。何卒ご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。

8 期生を募集します。
創造の歓びを、そしてクリエーターを目指す人、全員集合 !

29 28



お気軽「草月 WEST 体験」参加者大募集！ グループに草指連会員が 1 名いれば、
どなたでも参加 OK!

草月 WEST を気軽に体験してみませんか？　京都観光と一緒に草月 WEST にも足を延ばしてみましょう。
お友達や社中の方を誘って気軽にご参加ください。近くの観光スポットもご紹介します。
もちろん授業のない日に、ふらっと見学も大歓迎です！

【 参  加  料 】  	3,000 円／ 1 名（花材費込み）　
【 開  催  日 】 	 日曜日（授業やイベントの開催がない日）
　　　　　　　※要予約／希望日 2 週前の日曜日までにお申込みください。

【 開催時間 】	 ① AM コース：10 時 30 分～　② PM コース：13 時～（各 1 時間～ 1.5 時間）
【 最少催行人数 】	　3 名（草月指導者連盟会員が 1 名いれば、グループ内は会員外の方も参加可）

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-ｍail などの書面で、①希望日・コース②名前（参加者全員分）／（以下は代表者のみ）
③草指連会員番号④住所⑤電話番号⑥メールアドレス⑦門下別をご記入の上、草月 WEST までお送りください。※事前にお
電話、E-mail などで希望日をご確認ください。●申込締切：希望日 2 週前の日曜日　

①花材や道具は草月 WEST にて準備しております。
　当日は手ぶらでお越しいただけます。
②花と花器を選び、自由にお花をいけます。
　いけばなガイドが皆さまをサポートいたします。
③教室内のお好きな場所で作品を撮影し、SNS　
　にアップ！　

anytimeSOGETSU には、草月流ホームページの「草月を習う」メニュー、または右上の QR より、どなたでもお入りいただけ
ます。https://www.sogetsu.or.jp

サブスクリプション（定額見放題）の動画配信サービス

anytime SOGETSU  エニタイム・草月

100本以上の動画を
見放題

anytime SOGETSU は勅使河原茜家元と草月流本部講師による、いけば
なデモンストレーションの動画が月額定額で見放題となるサービスです。
草月のエッセンスが詰まったテキストに掲載されている各テーマより、実際
に草月 WEST 家元教室などで披露されたものを、何度でも必要な時にご
覧いただくことができます。毎月新しい動画が追加されます。

月額※

2,200円（税込）
※開始日より起算

動画の個別販売 サブスクリプション（定額見放題）は「ちょっと負担」という方は、目的
の動画を 1 本から購入できます（30 日間見放題）。

1本
550円（税込）〜

無料動画コンテンツ 0円

「草月WEST　家元教室いけばな展」、
「ホテルエミオン京都のロビーのいけ込
み風景」のほか、草月WESTのスタッフ
がいけばなの基礎知識をゆるーく解説
する「いまさら聞けないいけばなの基
礎知識」もございます。第一弾【ハサミ
編】、第二弾【花器編】、第三弾【剣山
編】に続き、番外編【いまさら聞けない お稽古準備編】がアップされてい
ます。お稽古合間の箸休めにお楽しみください。
※ご視聴いただくには会員登録（無料）が必要となりますので、この機会にぜひご登録
くださいませ！
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7月
金曜 	 7 日	 岡本青珠 	    21 日    加藤久美子 　  28 日　五十野雅峰

土曜 	 8 日	  　〃 	    22 日	 　  〃 　  29 日　　   〃

8 月 
金曜 	 4 日	 澤田晃映 	 25 日	 岡本青珠  9 月 1 日   五十野雅峰

土曜 	 5 日	 　  〃 	 26 日	 　  〃 　    2 日	      〃

金曜 土曜 ―創流 100 周年に向けて―
　　            草月ってなんだろう ?

2027年の創流100周年へ向け、新たなテー
マが掲げられました。

「私はなぜ花をいけるのか？」、「私が目指
す植物表現とは？」、「私が追求したい素
材は？」、「自由花って何？」これらの問
いに対する答えを追求し続け、あなたに
とっての「草月」を探求しましょう。

講師
14時30分 10時30 分 /14 時 30 分

7 月 14 日 15 日 家　元

8 月 18 日 19 日 片山 健

9 月 15 日 16 日 竹中麗湖

家元研究科
受講者自らの植物表現を追求し、感性と技術に磨きをかけるクラスです。 
新入会・再入会大歓迎。AT 賞選考対象クラス。
7 月は家元のご担当です。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入
の上、草月WESTまでお送りください。 ●受講料（家元）：12,200円（花材費込み）／（本部講師）：10,100円（花材費込み）
●授業開始の20分前から受付を開始します。

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会金：11,000円　●月謝：11,000円
（月3回分・花材費別）●申込方法 ： はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日時・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・
草指連会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい方はワンレッ
スン受講も可能（4,500円・花材費1,700円／都度払い）。 ※見学可能。

毎回テキストのテーマからの 2 作、講師のデモンストレーションがあります。
たっぷり勉強できる充実の 2 時間。家元教室

入会金・
再入会金が不要

再入会金が不要

土曜日14時30分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！

●授業時間：13 時～ 16 時 ●受講料：4,400 円（素材費別）●定員：20名 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書
面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送りくだ
さい。●申込締切：開催日の前々週の週末（ただし定員になり次第締め切ります）

受講日 テーマ 講師 内容

6 月21日（水） 段ボールで
柿渋の器作りを！

ダンボールを細くカットして好みの形（器）を作っていきます。
投入れもOK、凹みもOK。
オリジナルの形に和紙を貼り、最後に柿渋を！

8 月23 日（水）

SNSからえた情報を
とびこえ
いけばなをみつめ
深化する

想いもかけない「いけかた」と「コンセプト」を提示いたします。
そこから全てがはじまります。

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みできる魅力ある講座です。 
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

平石丹珠萠

中田和子
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CALENDAR カレンダー

各地の展覧会

本部主催支部研究会・講習会

支部展

【草月会館土・日・祝日特別開館日】草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日は、草月会館は休館しております。
6月24日（土）、7月22日（土）、10月28日（土）　※草月WESTは月曜休み、祝日はオープンし翌営業日を休みとします。

このページに掲載されているイベントは内容が変更になる場合がございます。本部にお届け済みのイベントが中止または延期となった場合は、
出版部 編集制作室までご報告くださいますようお願い申し上げます。　

［ 出版部 編集制作室 ］  TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：info@sogetsu.or.jp

フラワーク

とらや赤坂本店

6月 ～6月28日 松井彩紅

赤坂見附7月 6月29日～7月28日 松田芳祥

8月 7月29日～8月28日 今村草玉

ザ・キャピトルホテル東急 常設 杉岡宏美 溜池山王・国会議事堂前

赤坂エクセルホテル東急 常設 飯岡湖武孜 赤坂見附

ホテルニューオータニ東京（ロビィ階）

6月7日～7月9日
（七夕作品） 中田和子

赤坂見附・永田町・麹町7月11日～8月3日 川名哲紀

8月5日～9月6日 久保島一超

ホテルニューオータニ大阪（ロビィ階） 6月9日～7月9日
（七夕作品） 中田和子 大阪城公園・大阪ビジネスパーク

横浜ベイホテル東急（B1階神殿口） 常設 深澤隆行 みなとみらい・桜木町

ラフォーレ原宿 GR8
1階

～6月20日 座・草月

明治神宮前・原宿6月21日～8月30日 飯岡湖武孜

2.5階 ～7月下旬 御手洗直己

ホテルエミオン京都（笹屋伊織 別邸・3階ロビー） 常設 高嶺一染 梅小路京都西

草月会館日本間
開場時間:初日は午後から、最終日は午前中まで

6月7日～24日 家元

青山一丁目
6月26日～7月7日 岩渕幸霞

7月10日～22日 堀田丹順

7月24日～8月4日 齋藤幸絹

年間行事予定

［ 募集要項 ］
業務内容： 家元の制作アシスタント、国内外でのいけばな活動、

            ホテルやイベントでのいけこみ等
募集条件：草月流入門者（師範資格不問）、
　　　　　要普通自動車運転免許
雇用形態：正社員（試用期間3ヶ月）
※ご興味のある方は、履歴書をお送りください。親先生からの
推薦も受け付けます。
［ ご応募・お問合わせ ］草月文化事業株式会社 管理業務部
〒107-0052　東京都港区赤坂7-2-21
TEL：03-3408-9116 ／ E-mail：y-sugawara@sogetsu.com

アトリエスタッフ募集！ 家元を支える、草月の未来を創る、
創流100周年に向けて新たな人材を募集します。

先
輩
が
技
術
指
導
を
す
る
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修
も
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6月3日（土） いけばなの日記念「いけばなLIVE」（家元出演／招待者のみ入場可。後日YouTubeにて動画配信あり）

6月3日（土）～11日（日）
花と器のハーモニー2023／いけばな七流派の家元が彩る洋空間 ※家元出品

（横浜山手西洋館7館、草月流はベーリック・ホール）　
※日本の伝統文化である華道七流派によるいけばなと、世界各国の食器との競演。

6月7日（水） 財団理事会（草月会館/11時～）
6月7日（水）～22日（木）
※期間中断続的に開催 草月いけばな展「花のソナタ」（草月会館 2階談話室）　※詳しくは表紙裏をご覧ください

6月14日（水） いけばなインターナショナル東京支部6月昼食会（ホテルニューオータニ東京）　※家元によるデモンストレーションあり

6月21日（水） 財団評議員会・財団理事会

8月11日（金）～20日（日） 草月会館夏季休暇

9月27日（水）～10月2日（月） 第56回日本いけばな芸術展（日本橋髙島屋S.C. 8階ホール）　※家元通期出品

10月8日（日） 家元による献花式　東寺（京都） ・ 真言宗立教開宗1200年慶讃大法会法要

10月15日（日） 家元による献花式　東大寺（奈良） ・ 東大寺開山良弁僧正1250年御遠忌法要

10月25日（水）～30日（月）　 第104回草月いけばな展（日本橋髙島屋S.C.）

石川県支部展
「第20回石川県支部展奉納いけばな展・献花式」 6月2日（金）～4日（日）　尾山神社 岡部弘邦 ☎ 090-1390-5594

東京南支部　
第62回蘭友会らん展　～蘭で遊ぶ～

6月8日（木）～11日（日）　サンシャインシティ　
ワールドインポートマートビル 4階展示ホールA 泉知萩 ☎ 03-3759-7860

東京南支部展　「花・讃・歩」（家元出品） 前期：9月14日（木）～16日（土）、後期：17日（日）～19日（火）
玉川髙島屋S・Cアレーナホール・サロン 泉知萩 ☎ 03-3759-7860

大阪支部展　「Hana ～心・遊・響～」 9月15日（金）～18日（月）
あべのハルカス近鉄本店ウイング館8階 近鉄アート館 島田真美楓 ☎ 090-5135-9975

大阪支部 6月25日（日） 研究会　草月WEST 島田真美楓 ☎ 090-5135-9975

富山県支部 8月6日（日） 研究会　富山県民共生センター サンフォルテ 林睦美 ☎ 0766-23-9366

福岡県支部 8月27日（日） 講習会　パピヨン24ガスホール 片山紅早 ☎ 090-4996-0667

三浦沙光社中展　
「憩いの花～展示場を彩る」

6月2日（金）～4日（日）　
積水ハウス TOS展示場（大分市） 三浦沙光 sogetsu.oita@gmail.com

第24回 草月四季の会いけばな展 6月3日（土）・4日（日）　
福野文化創造センターヘリオス（南砺市） 田村秀華 ☎ 0763-22-2423

草月会山形県支部米沢地区2023いけばな展 6月10日（土）・11日（日）　よねざわ市民ギャラリー ナセBA 星里香 ☎ 0238-56-2137

髙橋篁和を偲ぶミニ花展 6月11日（日）　小畑百花園 2階（広島市） 髙橋篁赫 ☎ 082-251-4572

草月会富山県支部 三創会いけばな展 7月15日（土）・16日（日）　富山県高岡文化ホール 肥田緑仙 ☎ 0766-54-1209

からんとそーじゅーのふたり展 ぱーと2 
たいせーもいるよ 8月3日（木）～7日（月）　アメリカ橋ギャラリー（渋谷区） 橋本佳蘭 karan@ymail.ne.jp

佐倉洋佳社中展
「hanaシリーズNo.5  TAKEと遊ぶ」

9月23日（土・祝）・24日（日）　
さいき城山桜ホール（佐伯市） 佐倉洋佳 ☎ 090-5020-8703

第67回草月星秀会展 9月30日（土）・10月1日（日）　
北日本新聞ギャラリー（富山市） 岡崎忍 ☎ 076-437-4100

第24回大澤秀紅社中展 11月4日（土）・5日（日）　三島商工会議所 TMOホール 大澤秀紅 ☎ 090-3305-0995


